
１，経営体の概要

○ 名 称 農業生産法人有限会社太陽ファーム
○ 所在地 宮崎県都城市高木町
○ 従業員数 役員３名、社員２０名 パート２３名

技能実習生２２名
○ 経営面積 ３０ha
〇 契約栽培 ３００ha（約200戸）
〇 主な栽培作物 キャベツ、甘藷、にんにく、

しょうが、こまつな、ほうれんそう、にら
○ 販売先 冷凍食品メーカー、外食産業チェーン、

弁当惣菜向けベンダ等

３，今後の目標と課題への取組

加工・業務用野菜の生産から物流まで一元管理体
系を構築し、実需者の求める周年安定供給を実現す
るため、以下の取組を実践。
〇 スマート農業の取組を進め、更なる効率化・安定
生産を図る。
〇 各部門間の情報共有や事務の効率化・省力化
のため、kintoneシステムを導入。今後、システムエ
ンジニアを育成する予定。
〇 生産性の向上を図るため、自動畑地灌がいシス
テムを導入。今後、技術的確立を目指す。
〇 契約生産者の組織化及び機械化の更なる推進。

２，取組の経緯と特徴

○ 加工・業務用野菜の取組については、平成９年にマキタ運輸が農産物加
工センターを物流拠点である現在地に設置し、カット野菜の製造・販売を行っ
ていたが、原料野菜の安定調達を図るため、平成１５年１２月に太陽ファーム
を設立し、野菜の生産・販売及びカット野菜等の一次加工品の製造・販売を
行っている。
〇 人手不足の解消及びコスト削減のため、令和２年度スマート農業技術の発
展・実証プロジェクトに参加し、経営管理システム（kintone）、自動畑地灌が
いシステム及び自動操舵システムなどのスマート農業を導入することにより
生産性の向上を図っている。
中でも、ＧＰＳレベラーを導入したことにより、ほ場の均平化と停滞水の解消
による、生育・単収向上、除草時間の削減、農地集積の促進などの効果が表
れている。
〇 契約生産者に対しては、技術指導や生産者グループの組織化・機械化を
支援するなどして、規模拡大に寄与している。
〇 収穫した野菜は、自社工場への出荷及び加工原材料用として販売を行っ
ている。自社工場の製品は、主に冷凍食品メーカー等の食品製造・加工事業
者へ販売している。
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